
　
先
般
、産
経
新
聞
の「
関
西
知
探
解
」紙
上
で
、

松
原
の
地じ

場ば

産
業
と
し
て
有
名
な
印い

ん
材ざ

い
が
特
集
さ

れ
ま
し
た（
二
〇
二
一
年
七
月
九
日
）。
印
章（
印

鑑
）
の
素
材
と
し
て
、
水
牛
の
角つ

の
な
ど
を
加
工
し

て
造
ら
れ
る
印
材
の
日
本
有
数
の
産
地
が
松
原
だ

か
ら
で
す
。
明
治
時
代
以
降
、
天
美
地
区
で
広
ま

り
、
今
も
十
軒
ほ
ど
の
製
作
所
が
見
ら
れ
ま
す
。

新
聞
を
読
ま
れ
た
方
か
ら
、
松
原
の
印
材
史
を
知

り
た
い
と
、
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
聞
で
は
、
天
美
東
（
池い

け
内う

ち
）
の
河か

わ
ち内

屋や

印
材

製
造
所
や
同
地
の
芝し

ば
野の

印
材
製
作
所
、北
新
町（
向

井
）
の
小こ

山や
ま

良り
ょ
う

印
材
製
作
所
（
株
）
が
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
取
材
を
さ
れ
た
大
島
直
之

記
者
に
同
行
し
、
歴
史
に
つ
い
て
話
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
係
者
に
聞
き
取

り
を
し
た
り
、
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
り
し

て
、そ
の
歩
み
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
明
治
後
半
に
松
原
の
人
が
当
時

の
西
成
郡
勝こ

つ
ま間

村
（
現
大
阪
市
西
成
区
玉た

ま
出で

）
の

印
材
業
者
で
修
業
し
、
天
美
へ
持
ち
帰
っ
た
と
伝

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、改
め
て
調
べ
た
結
果
、

修
業
に
出
た
人
は
、
天
美
村
池
内
（
現
天
美
東
）

の
吉
田
留と

め
吉き
ち
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
吉
田
家
は
、
現
在
の
河
内
天
美
駅
前
西
口
の

ト
レ
ビ
ア
ン
天
美
商
店
街
北
角
で
、
た
ど
ん
屋

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
留
吉
の
生
没
年
は
、
わ

か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
明
治
十
年
代
後
半
の
生

ま
れ
で
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
日に

ち

露ろ

戦
争
に
従
軍
し
、
の
ち
印
材
製
造
を
自
宅
で

始
め
た
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
は
、
水
牛
の
角
だ

け
で
な
く
、
高
級
な
象ぞ

う
牙げ

も
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
留
吉
は
、
そ
の
技
術
を
、
同
じ
池
内
の
手て

束づ
か

音お
と

三ぞ
う
や
芝し
ば

野の

亀か
め

吉き
ち
ら
に
伝
授
し
た
の
で
す
。

音
三
は
通
称
を
治じ

良ろ
う

三ぞ
う

と
も
名
の
り
、
明
治

二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
生
ま
れ
。
亀
吉
は
明

治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
生
ま
れ
で
、
い
ず

れ
も
留
吉
宅
と
は
隣
近
所
で
し
た
。

　
一
方
、
戦
前
、
布
忍
村
向
井
（
現
北
新
町
）

の
小
山
亀か

め

太た

郎ろ
う

は
留
吉
か
ら
技
術
を
習
得
し
、

の
ち
独
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
相
前
後
し
て
、

亀
太
郎
の
お
じ
の
小
山
良り

ょ
う

太た

郎ろ
う

（
明
治
三
十
九

年
（
一
九
〇
六
）
生
ま
れ
）
も
印
材
業
に
進
み
、

向
井
で
も
印
材
製
造
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
終
戦
直
前
、
留
吉
は
池
内
を
離
れ
、
娘
夫

婦
を
頼
っ
て
現
大
阪
市
生
野
区
の
鶴つ

る
橋は

し
駅
近

く
の
勝か

つ
山や

ま
通
り
に
移
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
留

吉
は
、戦
後
、た
び
た
び
天
美
を
訪
れ
、音
三・

亀
吉
・
良
太
郎
・
亀
太
郎
ら
と
共
に
、
そ
の

頃
、
活
動
し
て
い
た
関
西
・
大
阪
の
印
材
製

造
業
組
合
の
運
営
に
参
加
し
た
の
で
す
。

　
先
の
産
経
新
聞
に
よ
る
と
、
現
在
、
印
鑑
製

造
が
盛
ん
な
山
梨
県
で
は
、「
水
牛
の
印
材
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
大
阪
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
松
原
の

業
者
も
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
留
吉

は
戦
後
、
印
材
製
造
を
や
め
て
製
品
販
売
に
従

事
し
、
山
梨
県
へ
売
り
に
行
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。松
原・大
阪
産
の
山
梨
県
販
売
ル
ー

ト
の
先
駆
者
だ
っ
た
の
で
す
。

　
松
原
の
印
材
業
は
、昭
和
の
初
め
ご
ろ
か
ら
、

今
の
よ
う
な
製
作
所
の
形
態
を
と
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
音
三
が
営
ん
で
い
た
手
束
印
材
店

（
手
束
治
良
三
商
店
）
で
、
大
正
末
〜
昭
和
初

期
に
工
場
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
中
央
の
職
人
は
水
牛
の
角
と
加
工
す

る
金
ノ
コ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

芝
野
印
材
製
作
所
に
は
、
亀
吉
が
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
三
月
に
、
当
時
の
大

阪
府
三
宅
警
察
署
に
出
し
た「
工
場
登
録
證
」

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
今
も
営
業
を
続
け
る

池
内
の
自
宅
兼
工
場
で
、「
骨
角
牙
類
製
品
」

な
ど
を
造
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
音
三
の
孫
で
、
池
内
で
印
材
業
を
営

む（
株
）手
束
で
、昭
和
二
十
六
年（
一
九
五
一
）

三
月
か
ら
書
き
始
め
た
関
西
印
材
製
造
業
組
合

の『
第
二
号
記
録
』も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
ノ
ー
ト
は
手
書
き
で
、
毎
月
、
役
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
組
合
長
は
一
年
任
期

で
選
ば
れ
ま
す
が
、
役
員
会
は
組
合
長
宅
で
主

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
製
品
の
原
材
料
調

達
、
販
売
ル
ー
ト
、
新
製
品
の
開
発
、
総
会
や

懇
親
会
の
内
容
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

音
三
・
亀
吉
・
良
太
郎
・
亀
太
郎
な
ど
松
原
の

印
材
界
を
引
っ
ぱ
っ
た
人
々
も
組
合
長
に
選
ば

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
留
吉
も
相
談
役
と
な
り
、
頻
繁
に
出
席

し
、
時
に
は
「
勝
山
通
り
吉
田
氏
宅
」
で
役

員
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
留
吉
は
、
勝
山
通
り
の
自
宅
で
昭
和
四
十
年

代
後
半
、
九
十
歳
ほ
ど
で
亡
く
な
っ
た
よ
う
で

す
が
、
生
前
、
故
郷
の
天
美
に
妻
子
の
名
も
刻

み
、
一
家
の
墓
を
建
て
て
い
ま
し
た
。
近
鉄
線

沿
い
の
池
内・城

じ
ょ
う

連れ
ん

寺じ

墓
地
の
北
東
角
に
、「
吉

田
家
先
祖
代
々
之
墓
」「
昭
和
四
十
三
年
八
月

吉
日
吉
田
留
吉
建
立
」
と
あ
り
ま
す
。

　
松
原
で
印
材
製
造
が
興
っ
て
一
〇
〇
有
余

年
。
先
人
た
ち
の
家
内
工
業
か
ら
始
ま
り
、

今
で
は
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
製
造
品

も
全
国
各
地
に
送
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
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吉
田
留
吉
に
始
ま
り
、
手
束
音
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、
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亀
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小
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へ
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▲手束音三（前列左）、芝野亀
吉（前列右）、小山良太郎（後
列左から2人目）　昭和27年の
「第3回全国印判用品卸商工組
合連合大会」（昭和27年・有馬
温泉）にて。

▲大正末～昭和初期の手束印
材店（手束治良三商店）　写真
裏に「天美車庫前西」とある。
天美車庫前は現河内天美駅の
こと。大正12年～昭和8年の間
の駅名であった。

▲「昭和26年3月 第
2号 記録 関西印材
製造業組合」の表紙

▲昭和20年3月の
芝野印材製作所の
「工場登録證」

▲吉田留吉の墓
（昭和43年建立、天美北8
丁目の城連寺・池内墓地）
写真提供や内容については、手束訓洋・芝野幹雄・手束嘉孝・小山明
の各氏にご教示いただいた。


